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【 背 景 と 目 的 】  

フ レ イ ル ，オ ー ラル フ レ イ ル ，食 行 動 に 着目 し ，高 齢 者 自 身 が 自 覚す る フ レ イ ル ，オ ー ラ
ル フ レ イ ル の 兆 候と 食 行 動 の 変 化 の 実 態を ア ン ケ ー ト 調 査 で 検討 し た ．  

【 方 法 】  

フ レ イ ル に 関 連 する 質 問 項 目 と し て ，体 重 ，疲 労 感 ，握 力 ，活 動 量 ，歩 行 速 度 に 関 す る 5

項 目 を ，オ ー ラル フ レ イ ル に 関 連 す る 質 問項 目 と し て ，咀 嚼 や嚥 下 機 能 に 加 え て ，残 存⻭ ，
唾 液 ， 舌 の 機 能 に関 す る 7 項 目 を 設 定し た ． 質 問 項 目 は 4 段階 で 評 価 さ せ ， 得 点 が 高い 程
虚 弱 傾 向 が 強 く なる よ う に 設 定 し た ．  

食 行 動 に つ い て は 我 々 が 開 発 し た Ｙ Ｎ 式 食 行 動 質 問 票 を 使 用 し ， サ ブ カ テ ゴ リ ー 「 食 認
知 」，「 食 生 活 」，「摂 食 行 動 」 を 各 6 項 目， 計 18 項 目 で 評 価 し た ．  

対 象 は ， 病 院 ⻭ 科 ・ ⻭ 科 診 療 所 通 院 患 者 ， 講 演 会 参 加 者 お よ び 施 設 職 員 と 家 族 と し ， 40

歳 以 上 で 1214 名の 回 答 を 得 た ．本 研 究 は 徳 島 大 学 病 院 臨 床 研 究 倫理 審 査 委 員 会 の 承 認（ 承
認 番 号 ：2404） を得 て 行 っ た ．  

【 結 果 】  

フ レ イ ル 関 連 項 目は ，50〜60 代 で 一 旦 減 少 し た 後 ，再 度 上 昇 す る パ タ ー ン を 示 し ，50 代 ，
60 代 ，70 代 に お い て は 男 性 よ り も 女 性 の得 点 が 有 意 に 高 い 値 を示 し た ．筋 力 低 下 ，歩 行 速
度 の 低 下 を 示 す 得点 は 年 齢 の 上 昇 と と もに 高 く な る 傾 向 が 認 めら れ た ．  

オ ー ラ ル フ レ イ ル関 連 項 目 は ， 男 性 で 50 代 ， 70 代 ，90 代 で わ ずか な 得 点 の 減 少 は あ っ
た も の の ， 年 齢 の 上 昇 と と も に 一 様 の 増 加 傾 向 を 示 し た ． と く に ⻭ が 悪 い こ と ， 唾 液 ， 食
べ こ ぼ し に は そ の傾 向 が 強 く 認 め ら れ た．食 行 動 に つ い て は ，「 食 認 知 」の 得 点 は ほ ぼ 年 齢
変 化 は 認 め ら れ れず ，「 食 生 活 」「摂 食 行 動 」は ， 40 歳以 降 で 徐 々 に 減 少 し ，適 正 な 食 生 活
の 方 向 に 推 移 し た．  

【 結 論 】  

40 歳 以 上 の 各 年 代 の フ レ イ ル ， オ ー ラ ルフ レ イ ル お よ び 食 行 動に 関 連 す る 兆 候 を 調 査
し ， 各 年 齢 に お ける フ レ イ ル ， オ ー ラ ルフ レ イ ル ， 食 行 動 の 兆候 を 明 ら か に し た ．  

 

 


